




○添付資料の目次

１．当中間決算に関する定性的情報 ………………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………４

（１）当中間期における重要な子会社の異動 ……………………………………………………………４

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………４

３．中間連結財務諸表 ………………………………………………………………………………………５

（１）中間連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………５

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 ………………………………………………６

（３）中間連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………８

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………10

４．中間財務諸表 ……………………………………………………………………………………………11

（１）中間貸借対照表 ………………………………………………………………………………………11

（２）中間損益計算書 ………………………………………………………………………………………13

（３）中間株主資本等変動計算書 …………………………………………………………………………14

５．補足情報 …………………………………………………………………………………………………16

決算短信 （宝印刷）  2014年11月14日 12時33分 1ページ （Tess 1.40 20131220_01）

㈱南 都 銀 行（8367）平成27年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

－1－



１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間期の連結経営成績につきましては、経常収益は当行単体において国債等債券売却益が増加したことでその

他業務収益が増加したことなどから前年同期と比べ１７億１１百万円増加して４３３億７３百万円となりました。

一方、経常費用につきましては、当行単体において営業経費が増加したことなどから前年同期と比べ３億６１百

万円増加して３２５億４２百万円となりました。

以上の結果、経常利益は前年同期と比べ１３億５０百万円増加して１０８億３０百万円となり、また、中間純利

益も同じく１３億７１百万円増加して６７億６７百万円となりました。

これにより、連結ベースの１株当たり中間純利益は２５円２３銭となりました。

当行単体の業績につきましては、収益面では、貸出金利息の減少により資金運用収益は減少しましたが、国債等

債券売却益が増加したことでその他業務収益が増加したことから経常収益は前年同期と比べ１５億２８百万円増加

して３９３億２８百万円となりました。

一方、費用面では、営業経費は増加しましたが、預金等利息の減少により資金調達費用が減少したことや貸倒引

当金繰入額が減少したことでその他経常費用が減少したことから経常費用は前年同期と比べ１億２６百万円減少し

て２９１億５３百万円となりました。

この結果、経常利益は前年同期と比べ１６億５４百万円増加して１０１億７５百万円となり、また、税引後の中

間純利益も同じく１３億９７百万円増加して６６億３２百万円となりました。

これにより、単体ベースの１株当たり中間純利益は２４円７２銭となりました。

（２）財政状態に関する説明

連結ベースの主要勘定は、次のような動きとなりました。

まず、預金は上半期中２９７億円増加して当中間期末残高は４兆６,１５０億円となりました。一方、譲渡性預

金は上半期中２２億円減少して当中間期末残高は７５３億円となりました。

貸出金につきましては、上半期中３６４億円増加して当中間期末残高は３兆８６億円となりました。

一方、有価証券は上半期中８４６億円減少して当中間期末残高は１兆８,２２６億円となりました。

なお、純資産額は上半期中１１４億円増加して当中間期末残高は２,３２０億円となり、これにより、連結ベー

スの１株当たり純資産額は８３６円３２銭となりました。また、当中間期末の国内基準による連結自己資本比率

〔速報値〕は１０.６７％となりました。

当行単体の主要勘定は、次のような動きとなりました。

まず、預金につきましては、多様な顧客に対応した金融商品・サービスの充実・提供に取り組むとともに安定的

な資金調達に注力いたしました。この結果、個人預金や一般法人預金が増加したことから預金は上半期中２９４億

円増加して当中間期末残高は４兆６,２６５億円となりました。

一方、譲渡性預金は、地方公共団体や金融機関からのお預け入れが減少したことから上半期中２２億円減少して

当中間期末残高は７９７億円となりました。

貸出金につきましては、コンサルティング機能を強化して地域密着型金融への取り組みを推進するとともに、地

方公共団体等からの資金のご要請にも積極的にお応えいたしました。この結果、地方公共団体向け貸出や住宅ロー

ンが増加したことから貸出金は上半期中３５１億円増加して当中間期末残高は３兆１９０億円となりました。

一方、有価証券は、市場の動向を注視しつつ効率的なポートフォリオ運営を行った結果、外国証券は増加しまし

たが国債等が減少したことから上半期中８４６億円減少して当中間期末残高は１兆８,２２６億円となりました。

なお、純資産額は上半期中１０５億円増加して当中間期末残高は２,２５２億円となり、これにより、単体ベー

スの１株当たり純資産額は８３９円４４銭となりました。また、当中間期末の国内基準による単体自己資本比率

〔速報値〕は１０.２０％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期（平成27年３月期）の業績予想につきましては、有価証券関係損益が当初予想を上回った当中間期の決算内

容及び最近の業績動向等を踏まえ、次のとおり修正しております。

連結ベースの業績は、経常利益１３４億円（前回発表予想１０７億円）及び当期純利益８２億円（前回発表予想

６７億円）をそれぞれ予想しております。

また、当行単体では、経常利益１２５億円（前回発表予想１００億円）、当期純利益８０億円（前回発表予想

６５億円）及び業務純益１３０億円（前回発表予想１０８億円）をそれぞれ予想しております。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当中間期における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、連結子会社である南都アセットリサーチ株式会社は、平成26年９月30日開催の臨時株主総会において解

散を決議し、現在清算手続き中であります。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（「退職給付に関する会計基準」の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当中間連結会計期間から適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定

の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職

給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更して

おります。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当中間

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金から減

額しております。

この結果、当中間連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が584百万円増加し、利益剰余金が377百万円減

少しております。また、当中間連結会計期間の経常利益及び税金等調整前中間純利益はそれぞれ34百万円増加

しております。
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３．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

現金預け金 202,724 339,244

コールローン及び買入手形 895 －

買入金銭債権 4,515 4,778

商品有価証券 213 203

金銭の信託 22,000 22,224

有価証券 1,907,331 1,822,663

貸出金 2,972,159 3,008,658

外国為替 2,064 4,815

リース債権及びリース投資資産 14,905 14,156

その他資産 22,274 21,361

有形固定資産 41,902 41,413

無形固定資産 5,748 5,624

繰延税金資産 5,294 1,701

支払承諾見返 11,477 11,195

貸倒引当金 △26,314 △26,307

資産の部合計 5,187,191 5,271,734

負債の部

預金 4,585,357 4,615,085

譲渡性預金 77,531 75,305

債券貸借取引受入担保金 141,600 149,141

借用金 85,388 116,931

外国為替 197 153

社債 20,000 20,000

その他負債 24,602 29,979

退職給付に係る負債 19,039 19,058

睡眠預金払戻損失引当金 150 130

偶発損失引当金 1,198 930

繰延税金負債 － 1,752

支払承諾 11,477 11,195

負債の部合計 4,966,542 5,039,666

純資産の部

資本金 29,249 29,249

資本剰余金 18,813 18,813

利益剰余金 132,594 138,175

自己株式 △1,918 △1,901

株主資本合計 178,739 184,338

その他有価証券評価差額金 39,585 44,631

繰延ヘッジ損益 △760 △721

退職給付に係る調整累計額 △4,376 △3,932

その他の包括利益累計額合計 34,448 39,977

新株予約権 123 126

少数株主持分 7,336 7,625

純資産の部合計 220,648 232,067

負債及び純資産の部合計 5,187,191 5,271,734
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成25年４月１日

　至 平成25年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

経常収益 41,662 43,373

資金運用収益 28,727 28,053

（うち貸出金利息） 19,519 18,478

（うち有価証券利息配当金） 9,024 9,367

役務取引等収益 8,832 9,237

その他業務収益 1,258 3,327

その他経常収益 2,842 2,754

経常費用 32,181 32,542

資金調達費用 2,207 1,983

（うち預金利息） 1,581 1,359

役務取引等費用 4,359 4,610

その他業務費用 479 378

営業経費 23,672 24,269

その他経常費用 1,462 1,301

経常利益 9,480 10,830

特別利益 0 12

固定資産処分益 0 12

特別損失 6 39

固定資産処分損 6 28

減損損失 － 11

税金等調整前中間純利益 9,474 10,803

法人税、住民税及び事業税 371 873

法人税等調整額 3,244 2,879

法人税等合計 3,615 3,753

少数株主損益調整前中間純利益 5,858 7,050

少数株主利益 462 282

中間純利益 5,396 6,767
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成25年４月１日

　至 平成25年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前中間純利益 5,858 7,050

その他の包括利益 3,996 5,535

その他有価証券評価差額金 3,822 5,053

繰延ヘッジ損益 173 38

退職給付に係る調整額 － 443

中間包括利益 9,855 12,586

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 9,400 12,296

少数株主に係る中間包括利益 454 290
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 29,249 18,813 126,387 △2,480 171,970

当中間期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △809 　 △809

中間純利益 　 　 5,396 　 5,396

自己株式の取得 　 　 　 △711 △711

自己株式の処分 　 △2 　 23 20

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 2 △2 　 －

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当中間期変動額合計 － － 4,583 △688 3,895

当中間期末残高 29,249 18,813 130,971 △3,169 175,865

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 37,947 △931 － 37,016 100 6,658 215,745

当中間期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △809

中間純利益 　 　 　 　 　 5,396

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △711

自己株式の処分 　 　 　 　 　 20

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 　 　 　 　 　

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
3,831 173 － 4,004 0 452 4,458

当中間期変動額合計 3,831 173 － 4,004 0 452 8,353

当中間期末残高 41,778 △757 － 41,021 101 7,110 224,099
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当中間連結会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 29,249 18,813 132,594 △1,918 178,739

会計方針の変更による

累積的影響額
△377 △377

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
29,249 18,813 132,216 △1,918 178,362

当中間期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △804 　 △804

中間純利益 　 　 6,767 　 6,767

自己株式の取得 　 　 　 △5 △5

自己株式の処分 　 △3 　 21 18

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 3 △3 　 －

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当中間期変動額合計 － － 5,959 16 5,976

当中間期末残高 29,249 18,813 138,175 △1,901 184,338

　

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 39,585 △760 △4,376 34,448 123 7,336 220,648

会計方針の変更による

累積的影響額
△377

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
39,585 △760 △4,376 34,448 123 7,336 220,271

当中間期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △804

中間純利益 　 　 　 　 　 6,767

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △5

自己株式の処分 　 　 　 　 　 18

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 　 　 　 　 　

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
5,046 38 443 5,528 2 288 5,820

当中間期変動額合計 5,046 38 443 5,528 2 288 11,796

当中間期末残高 44,631 △721 △3,932 39,977 126 7,625 232,067
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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４．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当中間会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

現金預け金 202,710 338,926

コールローン 895 －

買入金銭債権 4,515 4,778

商品有価証券 213 203

金銭の信託 22,000 22,224

有価証券 1,907,347 1,822,666

貸出金 2,983,902 3,019,015

外国為替 2,064 4,815

その他資産 15,417 14,289

その他の資産 15,417 14,289

有形固定資産 40,891 40,461

無形固定資産 5,334 5,208

繰延税金資産 1,114 －

支払承諾見返 11,477 11,195

貸倒引当金 △22,929 △23,094

資産の部合計 5,174,955 5,260,692

負債の部

預金 4,597,084 4,626,556

譲渡性預金 81,941 79,715

債券貸借取引受入担保金 141,600 149,141

借用金 77,731 107,763

外国為替 197 153

社債 20,000 20,000

その他負債 16,786 23,163

未払法人税等 217 363

リース債務 1,930 1,612

資産除去債務 402 419

その他の負債 14,235 20,767

退職給付引当金 12,057 12,751

睡眠預金払戻損失引当金 150 130

偶発損失引当金 1,198 930

繰延税金負債 － 3,910

支払承諾 11,477 11,195

負債の部合計 4,960,225 5,035,413
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当中間会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部

資本金 29,249 29,249

資本剰余金 18,813 18,813

資本準備金 18,813 18,813

利益剰余金 129,643 135,090

利益準備金 13,257 13,257

その他利益剰余金 116,386 121,832

別途積立金 107,840 113,540

繰越利益剰余金 8,546 8,292

自己株式 △1,918 △1,901

株主資本合計 175,789 181,252

その他有価証券評価差額金 39,576 44,622

繰延ヘッジ損益 △760 △721

評価・換算差額等合計 38,816 43,900

新株予約権 123 126

純資産の部合計 214,730 225,279

負債及び純資産の部合計 5,174,955 5,260,692

決算短信 （宝印刷）  2014年11月14日 12時33分 12ページ （Tess 1.40 20131220_01）

㈱南 都 銀 行（8367）平成27年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

－12－



（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

経常収益 37,800 39,328

資金運用収益 28,761 28,084

（うち貸出金利息） 19,554 18,510

（うち有価証券利息配当金） 9,023 9,366

役務取引等収益 4,930 5,150

その他業務収益 1,258 3,327

その他経常収益 2,850 2,766

経常費用 29,279 29,153

資金調達費用 2,201 1,982

（うち預金利息） 1,583 1,359

役務取引等費用 2,036 2,037

その他業務費用 479 378

営業経費 23,117 23,712

その他経常費用 1,445 1,042

経常利益 8,520 10,175

特別利益 0 12

特別損失 6 39

税引前中間純利益 8,514 10,148

法人税、住民税及び事業税 140 710

法人税等調整額 3,140 2,806

法人税等合計 3,280 3,516

中間純利益 5,234 6,632
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 29,249 18,813 － 18,813 13,257 104,440 5,991 123,689

当中間期変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 　 △809 △809

中間純利益 　 　 　 　 　 　 5,234 5,234

別途積立金の積立 　 　 　 　 　 3,400 △3,400 －

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　 　

自己株式の処分 　 　 △2 △2 　 　 　 　

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 　 2 2 　 　 △2 △2

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
　 　 　 　 　 　 　 　

当中間期変動額合計 － － － － － 3,400 1,021 4,421

当中間期末残高 29,249 18,813 － 18,813 13,257 107,840 7,013 128,111

　

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △2,480 169,271 37,946 △931 37,015 100 206,388

当中間期変動額 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 △809 　 　 　 　 △809

中間純利益 　 5,234 　 　 　 　 5,234

別途積立金の積立 　 　 　 　 　 　 　

自己株式の取得 △711 △711 　 　 　 　 △711

自己株式の処分 23 20 　 　 　 　 20

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 － 　 　 　 　 　

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
　 　 3,823 173 3,996 0 3,997

当中間期変動額合計 △688 3,733 3,823 173 3,996 0 7,731

当中間期末残高 △3,169 173,005 41,769 △757 41,012 101 214,119
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当中間会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 29,249 18,813 － 18,813 13,257 107,840 8,546 129,643

会計方針の変更による

累積的影響額
△377 △377

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
29,249 18,813 － 18,813 13,257 107,840 8,168 129,266

当中間期変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 　 △804 △804

中間純利益 　 　 　 　 　 　 6,632 6,632

別途積立金の積立 　 　 　 　 　 5,700 △5,700 －

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　 　

自己株式の処分 　 　 △3 △3 　 　 　 　

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 　 3 3 　 　 △3 △3

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
　 　 　 　 　 　 　 　

当中間期変動額合計 － － － － － 5,700 123 5,823

当中間期末残高 29,249 18,813 － 18,813 13,257 113,540 8,292 135,090

　

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △1,918 175,789 39,576 △760 38,816 123 214,730

会計方針の変更による

累積的影響額
△377 △377

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
△1,918 175,411 39,576 △760 38,816 123 214,352

当中間期変動額 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 △804 　 　 　 　 △804

中間純利益 　 6,632 　 　 　 　 6,632

別途積立金の積立 　 　 　 　 　 　 　

自己株式の取得 △5 △5 　 　 　 　 △5

自己株式の処分 21 18 　 　 　 　 18

利益剰余金から

資本剰余金への振替
　 － 　 　 　 　 　

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額)
　 　 5,045 38 5,083 2 5,086

当中間期変動額合計 16 5,840 5,045 38 5,083 2 10,927

当中間期末残高 △1,901 181,252 44,622 △721 43,900 126 225,279
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Ⅰ.　平成２７年３月期中間決算の状況
　【要旨】

　（１）損益の状況【単体】

（単位：百万円）

２５年中間期比

1 32,172 1,930 30,241

2 26,110 △ 459 26,569

3 う ち 貸 出 金 利 息 18,510 △ 1,043 19,554

4 う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 9,366 342 9,023

5 う ち 預 金 利 息 1,359 △ 223 1,583

6 う ち 借 用 金 利 息 75 54 20

7 3,113 219 2,893

8 2,948 2,170 778

9 う ち 国 債 等 債 券 損 益 3,045 2,340 705

10 う ち 金 融 派 生 商 品 費 用 232 174 57

11 23,025 328 22,697

12 9,147 1,602 7,544

13 6,101 △ 737 6,839

14 △ 217 △ 1,291 1,073

15 9,365 2,894 6,470

16 810 △ 1,239 2,049

17 1,450 868 582

18 1,224 1,052 171

19 97 △ 1,063 1,160

20 10,175 1,654 8,520

21 △ 26 △ 20 △ 5

22 10,148 1,634 8,514

23 3,516 236 3,280
24 6,632 1,397 5,234

25 908 824 84

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 損 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

５．補足情報

そ の 他 業 務 利 益

経 費

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

与 信 関 連 費 用

税 引 前 中 間 純 利 益

中 間 純 利 益

法 人 税 等 合 計

コ ア 業 務 純 益

２５年中間期２６年中間期

業 務 粗 利 益

特 別 損 益

う ち 償 却 債 権 取 立 益

経 常 利 益

業務純益(一般貸倒引当金繰入前）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

・ 「コア業務純益」は、経費の増加に加え資金利益が減少したことから前年中間期比７億円減少して

61億円となりましたが、国債等債券損益が増加したことや一般貸倒引当金繰入額が減少したことから、

「業務純益」は前年中間期比28億円増加して93億円となりました。

・ 「経常利益」は、不良債権処理額が増加したものの、業務純益が増加したことに加え株式等損益が

増加したことから前年中間期比16億円増加して101億円となり、また、経常利益の増加に伴い

「中間純利益」は同じく13億円増加して66億円となりました。
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（２）主要勘定の状況【単体】

①預金等

　

（単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

1 47,062 272 845 46,790 46,217

2 46,265 294 1,329 45,970 44,935

3 う ち 個 人 預 金 35,528 214 682 35,314 34,846

4 う ち 法 人 預 金 8,596 106 447 8,490 8,149

5 う ち 公 金 預 金 1,964 △ 83 98 2,048 1,866
6 797 △ 22 △ 484 819 1,281

7 47,334 1,079 1,302 46,254 46,032

8 46,102 1,116 1,311 44,986 44,791
9 1,231 △ 36 △ 9 1,268 1,240

 預金等＝預金＋譲渡性預金

②貸出金

（単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

10 30,190 351 1,161 29,839 29,028

11 9,509 63 178 9,446 9,331

12 う ち 住 宅 ロ ー ン 8,432 67 196 8,365 8,235
13 29,658 768 1,017 28,889 28,640

14 18,616 △ 108 142 18,725 18,473（ご参考）中小企業等貸出金（末残）

２５年９月末２６年３月末２６年９月末

預 金

預 金 等 （ 末 残 ）

２６年９月末 ２６年３月末

貸 出 金 （ 平 残 ）

貸 出 金 （ 末 残 ）

う ち 消 費 者 ロ ー ン

２５年９月末

譲 渡 性 預 金

預 金 等 （ 平 残 ）

預 金

譲 渡 性 預 金
(注)

44,935

45,970
46,265

44,000

45,000

46,000

47,000

２５年９月末 ２６年３月末 ２６年９月末

億円 預金（末残）

1,281

819 797

0

400

800

1,200

1,600

２５年９月末 ２６年３月末 ２６年９月末

億円 譲渡性預金（末残）

29,028
29,839 30,190

25,000

27,000

29,000

31,000

２５年９月末 ２６年３月末 ２６年９月末

億円 貸出金（末残）

8,235 8,365 8,432

4,000

6,000

8,000

10,000

２５年９月末 ２６年３月末 ２６年９月末

億円 住宅ローン（末残）

・ 預金は、個人預金や法人預金が堅調に推移したことから26年3月末比294億円増加して、

26年９月末残高は４兆6,265億円となりました。

・ 譲渡性預金は、地方公共団体等からの預け入れが減少したことから26年3月末比22億円減少して、

26年９月末残高は797億円となりました。

・ 貸出金は、住宅ローンや地方公共団体向け貸出が増加したことから26年3月末比351億円増加して、
26年9月末残高は３兆190億円となりました。
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③個人預かり資産等

（単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

1 2,069 △ 55 △ 225 2,124 2,294

2 128 △ 12 △ 19 141 148

3 542 △ 109 △ 222 651 764
4 1,398 67 16 1,331 1,382

5 2,535 20 38 2,514 2,496

（注） 個人年金保険は、販売累計額を表示しております。

２６年９月末

公 共 債

２６年３月末 ２５年９月末

個 人 年 金 保 険

個 人 預 か り 資 産

外 貨 預 金

投 資 信 託

2,294
2,124 2,069

0

1,000

2,000

3,000

２５年９月末 ２６年３月末 ２６年９月末

億円 個人預かり資産残高
2,496 2,514 2,535

0

1,000

2,000

3,000

２５年９月末 ２６年３月末 ２６年９月末

億円 個人年金保険販売累計額

・ 個人預かり資産につきましては、外貨預金及び公共債預かり資産が減少したことから

26年3月末比55億円減少して、26年9月末残高は2,069億円となりました。

・ 個人年金保険の販売累計額につきましては、引き続き堅調に推移したことから26年3月末比

20億円増加して、26年9月末は2,535億円となりました。
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　（３）自己資本比率（国内基準）の状況

【単体】
（単位：億円）

２６年９月末 ２６年３月末

［速報値］ ２６年３月末比

1 10.20% 0.17 10.03%

2 （ A ） 2,097 49 2,047

3 劣 後 債 200 ― 200

4 （ Ｂ ） ― ― ―

5 2,097 49 2,047

6 20,544 146 20,398
7 821 5 815

【連結】
（単位：億円）

２６年９月末 ２６年３月末

［速報値］ ２６年３月末比

8 10.67% 0.16 10.51%

9 （ A ） 2,216 52 2,164

10 う ち 劣 後 債 200 ― 200

11 （ Ｂ ） ― ― ―

12 2,216 52 2,164

13 20,767 175 20,592
14 830 7 823

（ご参考）旧基準（バーゼルⅡ） （単位：億円）

単体 連結

15 10.40% 10.90%

16 8.88% 9.31%

17 （Ｃ） 1,723 1,822

18 （Ｄ） 296 312

19 96 112

20 200 200

21 （Ｅ） 1 1

22 2,018 2,134

23 （Ｆ） 18,346 18,451

24 （Ｇ） 1,051 1,113

25 19,397 19,564リスク・アセット等（Ｆ）＋（Ｇ）

控 除 項 目

自己資本（Ｃ)＋（Ｄ)－（Ｅ）

信 用 リ ス ク ・ ア セ ッ ト

２５年９月末

自己資本の額（Ａ）－（Ｂ）

オペレーショナル・リスク相当額

総 所 要 自 己 資 本 額

コア資本に係る調整項
目自己資本の額（Ａ）－（Ｂ）

一 般 貸 倒 引 当 金

劣 後 債

自 己 資 本 比 率

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

総 所 要 自 己 資 本 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等

コア資本に係る基礎項
目

コア資本に係る調整項
目

自 己 資 本 比 率
コア資本に係る基礎項

目

自 己 資 本 比 率

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ

・ 26年９月末の単体自己資本比率は10.20％に、また、連結自己資本比率は10.67％にそれぞれなりました。

・ なお、当行は、自己資本比率規制に関する告示（平成18年金融庁告示第19号）の一部改正に伴い、
26年３月末から新基準（バーゼルⅢに基づく新国内基準）により自己資本比率を算出しております。
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　（４）有価証券の評価損益の状況【単体】

（単位：百万円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

1 63,901 7,449 4,460 56,451 59,441
2 32,830 5,079 239 27,750 32,590
3 26,960 240 592 26,720 26,367
4 4,110 2,129 3,628 1,981 482

（５）不良債権の状況【単体】

＜金融再生法開示債権＞ （単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

5 62 4 △ 11 58 73
6 642 11 13 630 628
7 159 13 5 145 153
8 (a) 864 30 7 833 856
9 29,491 313 1,131 29,178 28,360

10 (b) 30,355 343 1,139 30,011 29,216

11 (a)÷(b) 2.84% 0.07 △ 0.09 2.77% 2.93%

＜保全状況：２６年９月末＞ （単位：億円）

12 (c) 62 642 159 864
13 (d) 62 575 62 700
14 (d)÷(c) 100% 89.6% 39.1% 81.0%

株 式
債 券
そ の 他

２６年９月末 ２６年３月末 ２５年９月末

有 価 証 券 評 価 損 益

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 合計要管理債権危険債権

危 険 債 権
要 管 理 債 権

小　　　　計

２５年９月末２６年３月末２６年９月末

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

保 全 率
保 全 額

合　　　　計
正 常 債 権

開 示 債 権 比 率

債 権 額

73 58 62

628 630 642

153 145 159

2.93%
2.77% 2.84%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

3.00%

3.50%

0

500

1,000

1,500

２５年９月末 ２６年３月末 ２６年９月末

億円 金融再生法開示債権額・比率の推移

破産更生債権及び

これらに準ずる債権

危険債権 要管理債権 開示債権比率

・ 26年9月末の金融再生法開示債権額は、26年3月末比30億円増加して864億円となり、また、

開示債権比率も同じく0.07ポイント上昇して2.84％となりました。

・ なお、担保・保証及び貸倒引当金による金融再生法開示債権に対する保全率は、合計では81.0％

となり、高い水準を維持しております。

856 833 864

・ 26年９月末の有価証券評価損益は、株式の評価益が増加したことや、「その他」のうち
外国証券の評価損が減少したことなどから26年3月末比74億円増加して639億円となりました。
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（６）損益状況【連結】

（単位：百万円）

1 経常収益

2 経常利益

3 中間純利益

4 中間包括利益

（７）業績予想

①単体 （単位：百万円）

5 業務純益

6 経常利益

7 当期純利益

②連結

8 経常利益

9 当期純利益

（８）１株当たり配当状況

10 ２５年度 3円00銭 3円00銭 6円00銭

11 ２６年度 4円00銭 （予想） 3円00銭 （予想） 7円00銭

２６年中間期 ２５年中間期

10,830

２５年中間期比

41,662

9,480

1,711

1,350

1,371

43,373

２６年度 ２５年度
２５年度比

2,731 9,85512,586

5,3966,767

13,000 △ 1,664 14,664

中間 期末 年間

12,500 △ 5,723 18,223

8,000

8,200 △ 879 9,079

△ 827 8,827

13,400 △ 6,473 19,873

平成26年度の業績予想につきましては、単体ベースの当期純利益は80億円を見込んでおります。
また、連結ベースの当期純利益につきましては、82億円を見込んでおります。

平成26年度の配当金につきましては、１株当たり中間配当金を４円（創立80周年記念配当金１円
を含む。）とさせていただきます。なお、年間配当金は、期末配当金３円と合わせて１株当たり７円と
させていただく予定であります。
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Ⅱ.　平成２７年３月期中間決算の概況
　　１．損益状況  【単体】 （単位：百万円）

２５年中間期比
1 32,172 1,930 30,241
2 29,126 △ 409 29,536
3 26,110 △ 459 26,569
4 3,113 219 2,893
5 2,948 2,170 778
6 3,045 2,340 705
7 27,867 △ 719 28,587
8 26,851 △ 978 27,829
9 23,752 △ 1,190 24,943

10 3,096 221 2,874
11 1,019 249 769
12 う ち 国 債 等 債 券 損 益 1,016 258 757
13 4,304 2,650 1,654
14 2,275 568 1,706
15 2,357 731 1,626
16 17 △ 1 18
17 1,929 1,920 9
18 う ち 国 債 等 債 券 損 益 2,029 2,081 △ 52
19 23,025 328 22,697
20 12,991 △ 299 13,291
21 8,999 191 8,808
22 1,034 436 597
23 9,147 1,602 7,544
24 6,101 △ 737 6,839
25 △ 217 △ 1,291 1,073
26 9,365 2,894 6,470
27 3,045 2,340 705
28 810 △ 1,239 2,049
29 1,450 868 582
30 1,224 1,052 171
31 629 103 525
32 544 933 △ 388
33 31 △ 3 34
34 18 18 ―
35 97 △ 1,063 1,160
36 485 8 477
37 10,175 1,654 8,520
38 △ 26 △ 20 △ 5
39 △ 15 △ 9 △ 5
40 11 11 ―
41 10,148 1,634 8,514
42 710 570 140
43 2,806 △ 333 3,140
44 3,516 236 3,280
45 6,632 1,397 5,234

46 908 824 84

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益

減 損 損 失
税 引 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 合 計

特 別 損 益
固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額
貸 出 金 償 却
個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

そ の 他 の 債 権 売 却 損 等
偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

償 却 債 権 取 立 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）
人 件 費

株 式 等 損 益 （ 三 勘 定 尻 ）
臨 時 損 益

う ち 国 債 等 債 券 損 益

国 際 業 務 粗 利 益
除 く 国 債 等 債 券 損 益

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益

除 く 国 債 等 債 券 損 益
資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益
そ の 他 業 務 利 益

そ の 他 業 務 利 益
う ち 国 債 等 債 券 損 益

２５年中間期２６年中間期

業 務 粗 利 益
除 く 国 債 等 債 券 損 益 ( 五 勘 定 尻 )

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益

国 内 業 務 粗 利 益

与 信 関 連 費 用

物 件 費
税 金

そ の 他 臨 時 損 益
経 常 利 益

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）
除く国債等債券損益（コア業務純益）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額
業 務 純 益
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　【連結】

≪連結損益計算書ベース≫ （単位：百万円）

２５年中間期比

1 33,646 1,874 31,771

2 26,069 △ 450 26,519

3 4,627 154 4,473

4 2,948 2,170 778

5 24,269 597 23,672

6 1,050 △ 103 1,154

7 880 △ 35 915

8 △ 353 △ 1,262 908

9 493 1,196 △ 703

10 31 △ 3 34

11 172 △ 1,081 1,253

12 1,450 868 582

13 881 182 699

14 10,830 1,350 9,480

15 △ 26 △ 20 △ 5

16 10,803 1,329 9,474

17 873 502 371

18 2,879 △ 364 3,244

19 3,753 137 3,615

20 7,050 1,191 5,858

21 282 △ 179 462

22 6,767 1,371 5,396
（注） 連結粗利益=（資金運用収益-資金調達費用）+（役務取引等収益-役務取引等費用）

     　 　　 　　+(その他業務収益-その他業務費用)

（ご参考） （単位：百万円）

10,020 2,589 7,430
（注）連結業務純益=単体業務純益+子会社経常利益-内部取引（配当等）

（連結対象会社数） （社）

11 ― 11

― ― ―

そ の 他 業 務 利 益

役 務 取 引 等 利 益

経 常 利 益

そ の 他

貸 倒 償 却 引 当 費 用

営 業 経 費

貸 出 金 償 却

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

２６年中間期 ２５年中間期

連 結 粗 利 益

資 金 利 益

法 人 税 等 合 計

持 分 法 適 用 会 社 数

連 結 業 務 純 益

少 数 株 主 損 益 調 整 前 中 間 純 利 益

少 数 株 主 利 益

中 間 純 利 益

連 結 子 会 社 数

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

法 人 税 等 調 整 額

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

償 却 債 権 取 立 益

株 式 等 関 係 損 益
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２．業務純益　【単体】 （単位：百万円）

２５年中間期比

(1) 9,147 1,602 7,544

3,389 632 2,756

(2) 9,365 2,894 6,470

3,469 1,105 2,364

（注）職員数は期中平均人員（出向者を除く）を使用しております。

３．利鞘　【単体】

①全体 （単位：％）

２５年中間期比

1 1.11 △ 0.07 1.18

2 1.24 △ 0.12 1.36

3 1.00 0.04 0.96

4 0.07 △ 0.02 0.09

5 0.05 △ 0.02 0.07

6 0.16 0.05 0.11

7 1.02 △ 0.03 1.05

8 0.97 △ 0.01 0.98

9 1.00 △ 0.03 1.03

10 0.22 △ 0.09 0.31

11 0.11 △ 0.04 0.15

②国内業務部門 （単位：％）

２５年中間期比

12 1.05 △ 0.09 1.14

13 1.25 △ 0.11 1.36

14 0.91 △ 0.01 0.92

15 0.07 △ 0.01 0.08

16 0.05 △ 0.02 0.07

17 0.09 △ 0.01 0.10

18 1.02 △ 0.02 1.04

19 0.96 △ 0.01 0.97

20 1.02 △ 0.03 1.05

21 0.23 △ 0.09 0.32

22 0.03 △ 0.06 0.09総 資 金 利 鞘 (A)-(D)

業 務 純 益

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

資 金 調 達 原 価 (D)

預 貸 金 利 鞘 (B)-(C)

総 資 金 利 鞘 (A)-(D)

資 金 運 用 利 回 (A)

預 貸 金 利 鞘 (B)-(C)

２６年中間期 ２５年中間期

資 金 調 達 利 回

貸 出 金 利 回 (B)

有 価 証 券 利 回

２５年中間期

資 金 運 用 利 回 (A)

２６年中間期 ２５年中間期

２６年中間期

経 費 率

預 金 等 原 価 (C)

資 金 調 達 原 価 (D)

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回

経 費 率

資 金 調 達 利 回

預 金 等 原 価 (C)

貸 出 金 利 回 (B)

有 価 証 券 利 回

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回
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４．有価証券関係損益　【単体】 （単位：百万円）

1

2 売 却 益

3 償 還 益

4 売 却 損

5 償 還 損

6 償 却

7

8 売 却 益

9 売 却 損

10 償 却

５．有価証券評価損益　【単体】 （単位：百万円）

評価益 評価損 評価益 評価損

11 満期保有目的の債券 18 21 2 12 17 5

12 その他有価証券 63,901 66,044 2,143 59,441 64,619 5,177

13 　 株　式 32,830 33,067 237 32,590 32,907 316

14 債　券 26,960 27,135 175 26,367 26,838 470

15 その他 4,110 5,841 1,730 482 4,873 4,391

６．ROE　【単体】 （単位：％）

16

17

（注）分母となる純資産平均残高は、（期首純資産の部+期末純資産の部）÷2を使用（新株予約権を控除）しております。

2.358.49業 務 純 益 ベ ー ス

当 期 純 利 益 ベ ー ス 1.056.01

国債等債券損益（五勘定尻）

株 式 等 損 益 （ 三 勘 定 尻 ） 1,450

２６年中間期

3,045

3,192

―

2,340

2,064

―

△ 275

―

146

―

147

582

729

868

721

―

―

２５年中間期比
２５年中間期

―

705

1,127

―

422

―

4.96

6.14

２５年中間期

―

0

評価損益 評価損益

２５年中間期比
２６年中間期

２６年９月末 ２５年９月末

――

△ 147

1,451
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Ⅲ.　貸出金等の状況

１．貸倒引当金等とリスク管理債権の状況

【単体】 （単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

1 230 1 △ 3 229 234

2 91 △ 2 △ 1 93 93

3 139 3 △ 1 135 141

4 ― ― ― ― ―

　 （単位：億円）

5 破 綻 先 債 権 額 14 4 1 10 13

6 延 滞 債 権 額 688 11 1 676 686

7 ３ヵ月以上延滞債権額 4 1 △0 3 4

8 貸出条件緩和債権額 154 12 6 142 148

9 合　　　　　計 861 30 8 831 853

部分直接償却による減少額

２５年９月末：破綻先債権額　  84億円　　　 延滞債権額   31億円

２６年３月末：破綻先債権額　　62億円　　　 延滞債権額   30億円

２６年９月末：破綻先債権額　　53億円　　　 延滞債権額   25億円
　 （単位：億円）

10 30,190 351 1,161 29,839 29,028

11 破 綻 先 債 権 額 0.04% 0.01 0.00 0.03% 0.04%

12 延 滞 債 権 額 2.27% 0.01 △ 0.09 2.26% 2.36%

13 ３ヵ月以上延滞債権額 0.01% 0.00 0.00 0.01% 0.01%

14 貸出条件緩和債権額 0.51% 0.04 0.00 0.47% 0.51%

15 合　　　　　計 2.85% 0.07 △ 0.09 2.78% 2.94%

個 別 貸 倒 引 当 金

特定海外債権引当勘定

２６年９月末

　

貸
出
金
残
高
比

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

２５年９月末

貸 倒 引 当 金

２６年３月末

リ
ス
ク
管
理
債
権

一 般 貸 倒 引 当 金

(注)
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【連結】 （単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

1 263 △0 △ 6 263 269

2 104 △ 3 △ 5 108 109

3 158 3 △ 1 154 159

4 ― ― ― ― ―

　 （単位：億円）

5 破 綻 先 債 権 額 14 3 0 10 14

6 延 滞 債 権 額 689 12 1 677 688

7 ３ヵ月以上延滞債権額 4 1 △0 3 4

8 貸出条件緩和債権額 154 12 6 142 148

9 合　　　　　計 863 30 7 833 856

２５年９月末：破綻先債権額  　86億円　　　 延滞債権額   35億円

２６年３月末：破綻先債権額　  63億円　　 　延滞債権額   33億円

２６年９月末：破綻先債権額　  53億円　　 　延滞債権額   28億円

（単位：億円）

10 30,086 364 1,175 29,721 28,911

11 破 綻 先 債 権 額 0.04% 0.01 0.00 0.03% 0.04%

12 延 滞 債 権 額 2.29% 0.01 △ 0.09 2.28% 2.38%

13 ３ヵ月以上延滞債権額 0.01% 0.00 0.00 0.01% 0.01%

14 貸出条件緩和債権額 0.51% 0.04 0.00 0.47% 0.51%

15 合　　　　　計 2.87% 0.07 △ 0.09 2.80% 2.96%

個 別 貸 倒 引 当 金

特定海外債権引当勘定

部分直接償却による減少額

２６年９月末

貸
出
金
残
高
比

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

２５年９月末

貸 倒 引 当 金

リ
ス
ク
管
理
債
権

２６年３月末

一 般 貸 倒 引 当 金

(注)
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２．金融再生法開示債権の状況
　

【単体】 （単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

1 62 4 △ 11 58 73

2 642 11 13 630 628

3 159 13 5 145 153

4 864 30 7 833 856

5 29,491 313 1,131 29,178 28,360

6 30,355 343 1,139 30,011 29,216

7 2.84% 0.07 △ 0.09 2.77% 2.93%
部分直接償却による減少額
２５年９月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　116億円
２６年３月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　  93億円
２６年９月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　  79億円

＜引当・保全の状況＞ （単位：億円）

8 (ａ) 62 642 159 864

9 (ｂ) 57 442 44 543

10 (ｃ）＝(ａ－ｂ) 5 199 115 320

11 （ｄ） 5 132 18 156

12 (ｅ）＝(ｄ÷ｃ) 100% 66.6% 15.8% 48.9%

13 (ｆ）＝(ｂ＋ｄ) 62 575 62 700

14 (ｇ）＝(ｆ÷ａ) 100% 89.6% 39.1% 81.0%

２６年３月末比 ２５年９月末比

15 48.9% △ 1.8 △ 3.2 50.7% 52.1%

16 81.0% △ 1.1 △ 1.8 82.1% 82.8%

保 全 額

保 全 率

（注）

回 収 懸 念 額

引 当 率

貸 倒 引 当 金

債 権 額

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小　　　　　　計

正 常 債 権

２６年９月末 ２６年３月末

危険債権

担 保 ・ 保 証 等 に よ る
回 収 見 込 み 額

合　　　　　　計

開 示 債 権 比 率

２５年９月末

引 当 率

保 全 率

２６年９月末 ２５年９月末２６年３月末

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

要管理債権 合計
破産更生債権及び
これらに準ずる債権
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３．業種別貸出状況等 　
　

①業種別貸出金　【単体】 （単位：億円）

２６年９月末 ２６年３月末 ２５年９月末
２６年３月末比 ２５年９月末比

30,190 351 1,161 29,839 29,028

製 造 業 5,020 116 92 4,903 4,928
農 業 、 林 業 29 △ 1 △ 2 30 31
漁 業 41 0 10 41 31
鉱業、採石業、砂利採取業 72 △0 △ 2 73 75
建 設 業 819 △ 40 △ 59 859 878
電気・ガス・熱供給・水道業 250 14 23 236 227
情 報 通 信 業 361 13 125 347 235
運 輸 業 、 郵 便 業 945 △ 1 △ 22 947 968
卸 売 業 、 小 売 業 2,905 △ 3 150 2,909 2,755
金 融 業 、 保 険 業 1,478 △ 107 70 1,586 1,408
不動産業、物品賃貸業 3,337 60 △ 156 3,277 3,494
各 種 サ ー ビ ス 業 1,646 0 92 1,646 1,554
地 方 公 共 団 体 4,636 272 689 4,364 3,946
そ の 他 8,643 28 151 8,615 8,492

②業種別リスク管理債権　【単体】
（単位：億円）

２６年９月末 ２６年３月末 ２５年９月末
２６年３月末比 ２５年９月末比

861 30 8 831 853

製 造 業 266 22 19 243 246
農 業 、 林 業 11 △0 △0 11 12
漁 業 ― ― ― ― ―
鉱業、採石業、砂利採取業 2 △0 △0 2 3
建 設 業 85 △ 11 △ 12 96 98
電気・ガス・熱供給・水道業 0 △0 △0 0 0
情 報 通 信 業 4 0 0 3 3
運 輸 業 、 郵 便 業 33 △ 1 △ 1 34 34
卸 売 業 、 小 売 業 207 17 17 189 189
金 融 業 、 保 険 業 0 △0 0 0 0
不動産業、物品賃貸業 91 △ 3 △ 24 94 115
各 種 サ ー ビ ス 業 68 2 6 66 62
地 方 公 共 団 体 ― ― ― ― ―
そ の 他 90 3 3 87 87

③消費者ローン残高　【単体】 （単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

9,509 63 178 9,446 9,331
住 宅 ロ ー ン 残 高 8,432 67 196 8,365 8,235
そ の 他 ロ ー ン 残 高 1,077 △ 3 △ 17 1,081 1,095

   
④中小企業等貸出金比率　【単体】 （単位：％）

２６年３月末比 ２５年９月末比
61.6 △ 1.1 △ 2.0 62.7 63.6中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

２５年９月末

消 費 者 ロ ー ン 残 高

２６年９月末 ２６年３月末 ２５年９月末

２６年９月末 ２６年３月末

国 内
（除く特別国際金融取引勘定）

国 内
（除く特別国際金融取引勘定）
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４．国別貸出状況等 　

該当ありません。

②アジア向け貸出金　【単体】
（単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

8 △ 10 △ 8 18 16

― ― ― ― ―

3 3 3 ― ―

― ― ― ― ―

③中南米主要諸国向け貸出金　【単体】
（単位：億円）

２６年３月末比 ２５年９月末比

19 △0 △ 1 20 20

― ― ― ― ―

④ロシア向け貸出金　【単体】
該当ありません。

２５年９月末

タ　　　　　　　　　イ

２５年９月末

パ　　　　ナ　　　　マ

香　　　　　　　　　港
（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）

①特定海外債権残高　【単体】

２６年９月末 ２６年３月末

（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）

（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）

２６年９月末 ２６年３月末
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５．　自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【単体】

〔平成２６年９月末現在〕

　 保証等 貸倒 貸出金
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ による 引当金 残高

分類 分類 分類 分類 保全額

5 9 　　　　― 　　　　― 破綻先債権 14

（0） （―）

35 12 　　　　― 　　　　―

（4） （0）

445 130 66 442 132 89.6％

（132）

３ヵ月以上

延滞債権

154

小計 合　　　計 861

864

28,088

29,188 1,100 66 　　　　―

（138） （0）

　　　　　　Ⅰ分類　・・・・・引当金、優良担保（預金等）・優良保証（信用保証協会等)等でカバーされている債権

　　　　　　Ⅱ分類　・・・・・不動産担保等一般担保・保証等でカバーされている債権

　　　　　　Ⅲ・Ⅳ分類　・・全額または必要額について償却・引当を実施、引当済分はⅠ分類に計上

　　　　　　　　　　　　　　　 破綻先及び実質破綻先のⅢ・Ⅳ分類は全額引当済

　　　　３．自己査定（債務者区分別）における（　　）内は、分類債権に対する引当額であります。

（注）　１．貸出金等与信関連債権　：　貸出金・支払承諾見返・外国為替・銀行保証付私募債・貸付有価証券・貸出金

　　　　２．破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先の自己査定における分類額

28,088

合　　計 合　　計

30,355 30,355

　　　　　　に準ずる仮払金・未収利息

1,359 正常債権

正　常　先 29,491

要
　
　
注
　
　
意
　
　
先

要管理先

39 163

202

要注意先
575 784

543 156 81.0％

その他の

4
要管理債権

（貸出金のみ）
44 18 39.1％ 貸出条件

緩和債権
159

延滞債権 688
破綻懸念先 危険債権

62

48

57 5

642 642

100％準 ず る 債 権

破産更生債権

14 及 び こ れ ら に

実質破綻先

区　　　分
与信残高 与信残高

破　綻　先

区　　　分 区　　　分
保全率

分　　類　　債　　権 担保

対象：貸出金等与信関連債権
　対象：要管理債権は貸出金のみ　　　　　

対象：貸出金
　　　その他は貸出金等与信関連債権

（単位：億円）

自己査定　（債務者区分別） 金融再生法開示債権 リスク管理債権
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